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●事業の投資効果 

 

変更理由・内訳 

項          目 前回評価(R2) 今回評価(R3) 変更の主要因 

事 業 費 約 149 億円 約 161 億円 ・液状化対策の追加に伴う事業費

の増額（12 億円）及び事業期間

の延伸（2 年） 事業期間 H29d～R6d H29d～R8d 

全体事業 船舶大型化による 

輸送コスト削減 

360 万ﾄﾝ/年 360 万ﾄﾝ/年 ・変化なし 

 
震災時の輸送コスト

の増大回避 

－ 360 万ﾄﾝ/年 ・液状化対策効果による便益の追

加 

残 事 業 船舶大型化による 

輸送コスト削減 

360 万ﾄﾝ/年 360 万ﾄﾝ/年 ・変化なし 

 震災時の輸送コスト

の増大回避 

－ 360 万ﾄﾝ/年 ・液状化対策効果による便益の追

加 

 

項  目 前回評価(R2) 今回評価(R3) 

事 業 費 約 149 億円 約 161 億円 

事業期間 H29d～R6d H29d～R8d 

全体事業 

B/C 

2.7 2.9 

総便益 B 

【割引後】 

386 億円 

船舶大型化による 

輸送コスト削減 

： 384 億円 

総便益 B 

【割引後】 

454 億円 

船舶大型化による 

輸送コスト削減 

： 376 億円 

   震災時の輸送コスト 

の増大回避 

： 76 億円 

残存価値 ： 2 億円 残存価値 ： 2 億円 

総費用 C 

【割引後】 

145 億円 

施設整備費 ： 127 億円 
総費用 C 

【割引後】 

156 億円 

建設費 ： 139 億円 

再投資･管理運営費 ： 18 億円 再投資費 ： 10 億円 

   管理運営費  8 億円 

残 事 業 

B/C 

3.2 4.0 

総便益 B 

【割引後】 

386 億円 

船舶大型化による輸送

コスト削減 

： 384 億円 

総便益 B 

【割引後】 

454 億円 

船舶大型化による 

輸送コスト削減 

： 376 億円 

   震災時の輸送コスト 

の増大回避 

： 76 億円 

残存価値 ： 2 億円 残存価値 ： 2 億円 

総費用 C 

【割引後】 

119 億円 

施設整備費 ： 101 億円 
総費用 C 

【割引後】 

113 億円 

建設費 ： 96 億円 

再投資･管理運営費 ： 18 億円 再投資費 ： 10 億円 

   管理運営費  8 億円 

定性的な 

効果 

・震災時においても志布志港の物流機能が維持されることで、南九州地方の基幹産業である畜産業の経済

活動の維持に貢献できる。 

・配合飼料の南九州地方への安定的かつ安価な供給体制が構築され、畜産業の産業競争力が強化される。 

・背後圏における畜産業の経営安定化及び発展を期待した民間投資が相次ぎ、企業の進出等による地域経

済の活性化、雇用創出が図られる。 
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【資料１】 

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

総事業費161億円、既投資額42億円

令和3年度現在　事業進捗率約26%

需　　　要　（－10％ ～ ＋10％）

建 設 費　（＋10％ ～ －10％）

建設期間　（＋10％ ～ －10％）

2.6

■定量的効果のうち投資効率性

残事業費
（億円）

119

◆国土形成計画（全国計画）（平成27年8月14日閣議決定）

◆社会資本整備重点計画（第5次）（令和3年5月28日閣議決定）

◆国際バルク戦略港湾（平成23年5月31日選定結果の公表）

156

2.9

454

～

事業全体のB/C

B:総便益(億円)

既存ターミナルは、大型穀物船が満載で入港できないため、積荷調整による非効率な輸送が行われている状況にあり、大
型穀物船による効率的な輸送体制の確立が課題となっている。

液状化対策の実施により、大規模地震発生時における地域産業活動の安定的な維持を図る。
②震災時の輸送コストの増大回避

震災時の輸送コストの増大回避　　：6.2億円/年

（感度分析） 残事業のB/C

4.5

対応方針理由

その他

＜第三者委員会の意見・反映内容＞
　・
＜港湾管理者からの意見＞
　・

主な事業の進捗
の見込み

令和8年度完了予定

コスト縮減や
代替案立案等

の可能性

液状化対策にあたり、経済的となる工法を選定。

対応方針

社会経済情勢
等の変化

・令和3年3月8日　志布志港港湾計画（一部変更）にて当該岸壁を耐震強化岸壁に位置付け。

主な事業の進捗
状況

113 継続B/CC:総費用(億円)

事業採択 平成29年度 完了 令和8年度

総事業費
（億円）

161

＜達成すべき目標＞

＜解決すべき課題・背景＞

■定性的・定量的な効果

454

2.7

2.8

～

～

C:総費用(億円)

事業名 志布志港ふ頭再編改良事業
担当課

九州地方整備局港湾空港部
港湾計画課

事業
主体

九州地方整備局

担当課長名 大瀬　信一

実施箇所 鹿児島県志布志市

該当基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

主な事業
の諸元

岸壁(水深14m)、航路・泊地（水深14m)、ふ頭用地、荷役機械

事業期間

船舶大型化による輸送コスト削減（令和9年予測取扱貨物量：360万トン/年）

基準年度 令和2年度

目的・必要性

背後圏における畜産業の経営安定化及び発展を期待した民間投資が相次ぎ、企業の進出等による地域経済の活性化、雇用
創出が図られる。

残存価値

施策目標：海上物流基盤の強化等、総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進す
る。

政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化

○便益の主な根拠

上位計画の
位置づけ

事業の多面的
な効果

298

■政策目標・施策目標への貢献度

B:総便益(億円) B-C
EIRR
（％）

3.9 ～ 4.0

4.4

3.6 ～

3.6

＜定量的な効果＞


＜定性的な効果＞

第２部 第５章 第２節（２）インフラ機能の強化・高度化

3.2

3.1

全体B/C 2.9

4.0

～

○投資効率性

安定的かつ安価な輸入の実現に資する大型船に対応した港湾機能の拠点的確保や企業間連携の促進等により、国全体とし
ての安定的かつ効率的な資源・エネルギー・食糧等の海上輸送網の形成を図る。

11.7

輸送コストの削減　　　　　　　（令和9年予測取扱貨物量：360万トン/年）

震災時の輸送コストの増大回避　（震災時の予測取扱貨物量：360万トン/年）

船舶の大型化による輸送コスト削減：21.3億円/年

震災時の輸送コストの増大回避　（震災時の予測取扱貨物量：360万トン/年）

配合飼料の南九州地方への安定的かつ安価な供給体制が構築され、畜産業の産業競争力が強化される。

震災時においても志布志港の物流機能が維持されることで、南九州地方の基幹産業である畜産業の経済活動の維持に貢献
できる。

第３章 第２節 ２.重点目標２：接続可能なインフラメンテナンス 【４－１：集約・再編等によるインフラストックの適
正化】

南九州地方は全国屈指の畜産業地帯であり、鹿児島県及び宮崎県の基幹産業の一つ。大規模地震災害時において配合飼料
の供給に支障を来した場合、家畜の生命維持や食肉の品質に影響を及ぼし、畜産業が危機的状況に追い込まれる事が懸念
される。

志布志港の新若浜地区に70,000DWT級（いわゆるパナマックス級）の穀物船のファーストポート入港に対応した港湾施設
の整備を行うことにより、大量一括輸送に対応した輸入拠点及び効率的な海上輸送ネットワークが形成され、国内有数の
畜産地域である南九州地方等への安定的かつ安価な穀物供給が可能となり、国内畜産業の国際競争力の強化を図る。
①船舶大型化による輸送コスト削減

◆鹿児島県地域強靱化計画（令和2年3月改定、鹿児島県）
　

2．救助・救急，医療活動等が迅速に行われるとともに被災者等の健康・避難生活環境を確実に確保する

5．経済活動を機能不全に陥らせない

6．ライフライン，燃料供給関連施設，交通ネットワーク等の被害を最小限に留めるとともに，早期に復旧させる

8．地域社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる条件を整備する

◆志布志市国土強靭化地域計画（令和2年3月、鹿児島県志布志市）

5.大規模自然災害発生直後であっても、経済活動を機能不全に陥らせない

第３章 第２節 ４.重点目標４：経済の好循環を支える基盤整備 【４－１：サプライチェーン全体の強靱化・最適化】

第１部 第３章 第１節（３）③グローバルな「対流」促進の強化（国際競争力を有する物流網の構築）

第２部 第４章 第１節（１）（１）国際交通拠点の競争力強化（国際的な物流拠点の形成に向けた取組）
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【資料２】 

■費用便益分析 

・ふ頭再編改良事業 

①便益（Ｂ） 

＜全体事業・残事業の場合＞    

便  益  項  目 年間便益 

（現在価値化前） 

便  益 

（現在価値化前） 

便  益 

（現在価値化後） 

船舶大型化による輸送コスト削減 21.1 億円 1,065 億円 376 億円 

震災時の輸送コストの増大回避 6.1 億円 166 億円 76 億円 

残存価値（最終年に一括計上） 16.1 億円 16 億円 2 億円 

合      計   1,247 億円 454 億円 

※）年間便益は代表年の値 

※）端数処理のため、必ずしも合計は一致しない。 

 

②費用（Ｃ） 

＜全体事業の場合＞   

費  用  項  目 費  用 

（現在価値化前） 

費  用 

（現在価値化後） 

建設費 147 億円 139 億円 

再投資費 31 億円 10 億円 

管理運営費 22 億円 8 億円 

合      計 200 億円 156 億円 

※）端数処理のため、必ずしも合計は一致しない。 

 

＜残事業の場合＞   

費  用  項  目 費  用 

（現在価値化前） 

費  用 

（現在価値化後） 

建設費 108 億円 96 億円 

再投資費 31 億円 10 億円 

管理運営費 22 億円 8 億円 

合      計 161 億円 113 億円 

※）端数処理のため、必ずしも合計は一致しない。 
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【
資

料
３

－
１

】
 

■
費

用
便

益
分

析
シ

ー
ト

 

 

 
 

費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 11.7% NPV= 298 億円

B/C= 2.9

(億円) (億円)

建設費・
再投資費

管理
運営費

総費用
（C）

船舶
大型化

残存価値 幹線貨物 一般貨物 施設被害
回避

総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

建設費・
再投資費

管理
運営費

総費用
（C）

船舶
大型化

残存価値 幹線貨物 一般貨物 施設被害
回避

総便益
（B）

純便益
（B-C）

2016 2016 1.22

2017 8.0 8.0 -8.0 2017 1.17 9.4 9.4 -9.4

2018 7.9 7.9 -7.9 2018 1.12 8.9 8.9 -8.9

2019 6.4 6.4 -6.4 2019 1.08 6.9 6.9 -6.9

2020 14.3 14.3 -14.3 2020 1.04 14.8 14.8 -14.8

2021 2.7 2.7 -2.7 2021 1.00 2.7 2.7 -2.7

2022 18.0 18.0 -18.0 2022 0.96 17.3 17.3 -17.3

2023 28.4 28.4 -28.4 2023 0.92 26.2 26.2 -26.2

2024 11.0 11.0 -11.0 2024 0.89 9.8 9.8 -9.8

2025 29.6 29.6 -29.6 2025 0.85 25.3 25.3 -25.3

2026 20.9 20.9 -20.9 2026 0.82 17.2 17.2 -17.2

2027 1 0.436 0.4 21.30 6.1716 27.5 27.0 2027 1 0.79 0.345 0.3 16.83 4.8775 21.7 21.4

2028 2 0.436 0.4 21.30 6.1722 27.5 27.0 2028 2 0.76 0.332 0.3 16.19 4.6904 20.9 20.5

2029 3 0.436 0.4 21.30 6.1541 27.5 27.0 2029 3 0.73 0.319 0.3 15.56 4.4967 20.1 19.7

2030 4 0.436 0.4 21.30 6.1183 27.4 27.0 2030 4 0.70 0.307 0.3 14.97 4.2986 19.3 19.0

2031 5 0.436 0.4 21.30 6.0656 27.4 26.9 2031 5 0.68 0.295 0.3 14.39 4.0977 18.5 18.2

2032 6 0.436 0.4 21.30 5.9971 27.3 26.9 2032 6 0.65 0.284 0.3 13.84 3.8956 17.7 17.5

2033 7 0.436 0.4 21.30 5.9138 27.2 26.8 2033 7 0.62 0.273 0.3 13.30 3.6937 17.0 16.7

2034 8 0.436 0.4 21.30 5.8170 27.1 26.7 2034 8 0.60 0.262 0.3 12.79 3.4935 16.3 16.0

2035 9 0.436 0.4 21.30 5.7079 27.0 26.6 2035 9 0.58 0.252 0.3 12.30 3.2962 15.6 15.3

2036 10 0.436 0.4 21.30 5.5876 26.9 26.5 2036 10 0.56 0.242 0.2 11.83 3.1026 14.9 14.7

2037 11 0.436 0.4 21.30 5.4575 26.8 26.3 2037 11 0.53 0.233 0.2 11.37 2.9138 14.3 14.1

2038 12 0.436 0.4 21.30 5.3186 26.6 26.2 2038 12 0.51 0.224 0.2 10.93 2.7304 13.7 13.4

2039 13 0.436 0.4 21.30 5.1723 26.5 26.0 2039 13 0.49 0.215 0.2 10.51 2.5532 13.1 12.8

2040 14 0.436 0.4 21.30 5.0197 26.3 25.9 2040 14 0.47 0.207 0.2 10.11 2.3826 12.5 12.3

2041 15 0.436 0.4 21.30 4.8618 26.2 25.7 2041 15 0.46 0.199 0.2 9.72 2.2189 11.9 11.7

2042 16 0.436 0.4 21.30 4.6999 26.0 25.6 2042 16 0.44 0.192 0.2 9.35 2.0625 11.4 11.2

2043 17 15.5 0.436 15.9 21.30 4.5349 25.8 9.9 2043 17 0.42 6.5 0.184 6.7 8.99 1.9135 10.9 4.2

2044 18 0.436 0.4 21.30 4.3678 25.7 25.2 2044 18 0.41 0.177 0.2 8.64 1.7721 10.4 10.2

2045 19 0.436 0.4 21.30 4.1994 25.5 25.1 2045 19 0.39 0.170 0.2 8.31 1.6383 9.9 9.8

2046 20 0.436 0.4 21.30 4.0307 25.3 24.9 2046 20 0.38 0.164 0.2 7.99 1.5120 9.5 9.3

2047 21 0.436 0.4 21.30 3.8624 25.2 24.7 2047 21 0.36 0.157 0.2 7.68 1.3931 9.1 8.9

2048 22 0.436 0.4 21.30 3.6953 25.0 24.6 2048 22 0.35 0.151 0.2 7.39 1.2816 8.7 8.5

2049 23 0.436 0.4 21.30 3.5299 24.8 24.4 2049 23 0.33 0.146 0.1 7.10 1.1771 8.3 8.1

2050 24 0.436 0.4 21.30 3.3668 24.7 24.2 2050 24 0.32 0.140 0.1 6.83 1.0796 7.9 7.8

2051 25 0.436 0.4 21.30 3.2066 24.5 24.1 2051 25 0.31 0.135 0.1 6.57 0.9887 7.6 7.4

2052 26 0.436 0.4 21.30 3.0497 24.3 23.9 2052 26 0.30 0.129 0.1 6.31 0.9041 7.2 7.1

2053 27 0.436 0.4 21.30 2.8964 24.2 23.8 2053 27 0.29 0.124 0.1 6.07 0.8256 6.9 6.8

2054 28 0.436 0.4 21.30 2.7472 24.0 23.6 2054 28 0.27 0.120 0.1 5.84 0.7530 6.6 6.5

2055 29 0.436 0.4 21.30 2.6023 23.9 23.5 2055 29 0.26 0.115 0.1 5.61 0.6858 6.3 6.2

2056 30 0.436 0.4 21.30 2.4619 23.8 23.3 2056 30 0.25 0.111 0.1 5.40 0.6239 6.0 5.9

2057 31 0.436 0.4 21.30 2.3263 23.6 23.2 2057 31 0.24 0.106 0.1 5.19 0.5668 5.8 5.7

2058 32 0.436 0.4 21.30 2.1955 23.5 23.1 2058 32 0.23 0.102 0.1 4.99 0.5144 5.5 5.4

2059 33 0.436 0.4 21.30 2.0696 23.4 22.9 2059 33 0.23 0.098 0.1 4.80 0.4663 5.3 5.2

2060 34 15.5 0.436 15.9 21.30 1.9487 23.2 7.4 2060 34 0.22 3.4 0.095 3.4 4.61 0.4221 5.0 1.6

2061 35 0.436 0.4 21.30 1.8329 23.1 22.7 2061 35 0.21 0.091 0.1 4.44 0.3818 4.8 4.7

2062 36 0.436 0.4 21.30 1.7222 23.0 22.6 2062 36 0.20 0.087 0.1 4.27 0.3449 4.6 4.5

2063 37 0.436 0.4 21.30 1.6164 22.9 22.5 2063 37 0.19 0.084 0.1 4.10 0.3113 4.4 4.3

2064 38 0.436 0.4 21.30 1.5156 22.8 22.4 2064 38 0.19 0.081 0.1 3.94 0.2806 4.2 4.1

2065 39 0.436 0.4 21.30 1.4197 22.7 22.3 2065 39 0.18 0.078 0.1 3.79 0.2528 4.0 4.0

2066 40 0.436 0.4 21.30 1.3286 22.6 22.2 2066 40 0.17 0.075 0.1 3.65 0.2275 3.9 3.8

2067 41 0.436 0.4 21.30 1.2421 22.5 22.1 2067 41 0.16 0.072 0.1 3.51 0.2045 3.7 3.6

2068 42 0.436 0.4 21.30 1.1602 22.5 22.0 2068 42 0.16 0.069 0.1 3.37 0.1836 3.6 3.5

2069 43 0.436 0.4 21.30 1.0828 22.4 21.9 2069 43 0.15 0.066 0.1 3.24 0.1648 3.4 3.3

2070 44 0.436 0.4 21.30 1.0096 22.3 21.9 2070 44 0.15 0.064 0.1 3.12 0.1477 3.3 3.2

2071 45 0.436 0.4 21.30 0.9406 22.2 21.8 2071 45 0.14 0.061 0.1 3.00 0.1324 3.1 3.1

2072 46 0.436 0.4 21.30 0.8756 22.2 21.7 2072 46 0.14 0.059 0.1 2.88 0.1185 3.0 2.9

2073 47 0.436 0.4 21.30 0.8144 22.1 21.7 2073 47 0.13 0.057 0.1 2.77 0.1060 2.9 2.8

2074 48 0.436 0.4 21.30 0.7569 22.1 21.6 2074 48 0.13 0.055 0.1 2.66 0.0947 2.8 2.7

2075 49 0.436 0.4 21.30 0.7029 22.0 21.6 2075 49 0.12 0.053 0.1 2.56 0.0845 2.6 2.6

2076 50 0.436 0.4 21.30 16.07 0.6523 38.0 37.6 2076 50 0.12 0.051 0.1 2.46 1.86 0.0754 4.4 4.3

178.1 21.820 200.0 1,065.0 16.07 165.9992 1,247.1 1,047.1 148.5 7.705 156.2 376.1 1.9 76.4329 454.4 298.2

ふ頭再編改良事業（志布志港　新若浜地区） 【全体事業】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用
期間

施設供用
期間

合　計 合　計
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費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 17.5% NPV= 341 億円

B/C= 4.0

(億円) (億円)

建設費・
再投資費

管理
運営費

総費用
（C）

船舶
大型化

残存価値 幹線貨物 一般貨物 施設被害
回避

総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

建設費・
再投資費

管理
運営費

総費用
（C）

船舶
大型化

残存価値 幹線貨物 一般貨物 施設被害
回避

総便益
（B）

純便益
（B-C）

2016 2016 1.22

2017 2017 1.17

2018 2018 1.12

2019 2019 1.08

2020 2020 1.04

2021 2021 1.00

2022 18.0 18.0 -18.0 2022 0.96 17.3 17.3 -17.3

2023 28.4 28.4 -28.4 2023 0.92 26.2 26.2 -26.2

2024 11.0 11.0 -11.0 2024 0.89 9.8 9.8 -9.8

2025 29.6 29.6 -29.6 2025 0.85 25.3 25.3 -25.3

2026 20.9 20.9 -20.9 2026 0.82 17.2 17.2 -17.2

2027 1 0.436 0.4 21.30 6.1716 27.5 27.0 2027 1 0.79 0.345 0.3 16.83 4.8775 21.7 21.4

2028 2 0.436 0.4 21.30 6.1722 27.5 27.0 2028 2 0.76 0.332 0.3 16.19 4.6904 20.9 20.5

2029 3 0.436 0.4 21.30 6.1541 27.5 27.0 2029 3 0.73 0.319 0.3 15.56 4.4967 20.1 19.7

2030 4 0.436 0.4 21.30 6.1183 27.4 27.0 2030 4 0.70 0.307 0.3 14.97 4.2986 19.3 19.0

2031 5 0.436 0.4 21.30 6.0656 27.4 26.9 2031 5 0.68 0.295 0.3 14.39 4.0977 18.5 18.2

2032 6 0.436 0.4 21.30 5.9971 27.3 26.9 2032 6 0.65 0.284 0.3 13.84 3.8956 17.7 17.5

2033 7 0.436 0.4 21.30 5.9138 27.2 26.8 2033 7 0.62 0.273 0.3 13.30 3.6937 17.0 16.7

2034 8 0.436 0.4 21.30 5.8170 27.1 26.7 2034 8 0.60 0.262 0.3 12.79 3.4935 16.3 16.0

2035 9 0.436 0.4 21.30 5.7079 27.0 26.6 2035 9 0.58 0.252 0.3 12.30 3.2962 15.6 15.3

2036 10 0.436 0.4 21.30 5.5876 26.9 26.5 2036 10 0.56 0.242 0.2 11.83 3.1026 14.9 14.7

2037 11 0.436 0.4 21.30 5.4575 26.8 26.3 2037 11 0.53 0.233 0.2 11.37 2.9138 14.3 14.1

2038 12 0.436 0.4 21.30 5.3186 26.6 26.2 2038 12 0.51 0.224 0.2 10.93 2.7304 13.7 13.4

2039 13 0.436 0.4 21.30 5.1723 26.5 26.0 2039 13 0.49 0.215 0.2 10.51 2.5532 13.1 12.8

2040 14 0.436 0.4 21.30 5.0197 26.3 25.9 2040 14 0.47 0.207 0.2 10.11 2.3826 12.5 12.3

2041 15 0.436 0.4 21.30 4.8618 26.2 25.7 2041 15 0.46 0.199 0.2 9.72 2.2189 11.9 11.7

2042 16 0.436 0.4 21.30 4.6999 26.0 25.6 2042 16 0.44 0.192 0.2 9.35 2.0625 11.4 11.2

2043 17 15.5 0.436 15.9 21.30 4.5349 25.8 9.9 2043 17 0.42 6.5 0.184 6.7 8.99 1.9135 10.9 4.2

2044 18 0.436 0.4 21.30 4.3678 25.7 25.2 2044 18 0.41 0.177 0.2 8.64 1.7721 10.4 10.2

2045 19 0.436 0.4 21.30 4.1994 25.5 25.1 2045 19 0.39 0.170 0.2 8.31 1.6383 9.9 9.8

2046 20 0.436 0.4 21.30 4.0307 25.3 24.9 2046 20 0.38 0.164 0.2 7.99 1.5120 9.5 9.3

2047 21 0.436 0.4 21.30 3.8624 25.2 24.7 2047 21 0.36 0.157 0.2 7.68 1.3931 9.1 8.9

2048 22 0.436 0.4 21.30 3.6953 25.0 24.6 2048 22 0.35 0.151 0.2 7.39 1.2816 8.7 8.5

2049 23 0.436 0.4 21.30 3.5299 24.8 24.4 2049 23 0.33 0.146 0.1 7.10 1.1771 8.3 8.1

2050 24 0.436 0.4 21.30 3.3668 24.7 24.2 2050 24 0.32 0.140 0.1 6.83 1.0796 7.9 7.8

2051 25 0.436 0.4 21.30 3.2066 24.5 24.1 2051 25 0.31 0.135 0.1 6.57 0.9887 7.6 7.4

2052 26 0.436 0.4 21.30 3.0497 24.3 23.9 2052 26 0.30 0.129 0.1 6.31 0.9041 7.2 7.1

2053 27 0.436 0.4 21.30 2.8964 24.2 23.8 2053 27 0.29 0.124 0.1 6.07 0.8256 6.9 6.8

2054 28 0.436 0.4 21.30 2.7472 24.0 23.6 2054 28 0.27 0.120 0.1 5.84 0.7530 6.6 6.5

2055 29 0.436 0.4 21.30 2.6023 23.9 23.5 2055 29 0.26 0.115 0.1 5.61 0.6858 6.3 6.2

2056 30 0.436 0.4 21.30 2.4619 23.8 23.3 2056 30 0.25 0.111 0.1 5.40 0.6239 6.0 5.9

2057 31 0.436 0.4 21.30 2.3263 23.6 23.2 2057 31 0.24 0.106 0.1 5.19 0.5668 5.8 5.7

2058 32 0.436 0.4 21.30 2.1955 23.5 23.1 2058 32 0.23 0.102 0.1 4.99 0.5144 5.5 5.4

2059 33 0.436 0.4 21.30 2.0696 23.4 22.9 2059 33 0.23 0.098 0.1 4.80 0.4663 5.3 5.2

2060 34 15.5 0.436 15.9 21.30 1.9487 23.2 7.4 2060 34 0.22 3.4 0.095 3.4 4.61 0.4221 5.0 1.6

2061 35 0.436 0.4 21.30 1.8329 23.1 22.7 2061 35 0.21 0.091 0.1 4.44 0.3818 4.8 4.7

2062 36 0.436 0.4 21.30 1.7222 23.0 22.6 2062 36 0.20 0.087 0.1 4.27 0.3449 4.6 4.5

2063 37 0.436 0.4 21.30 1.6164 22.9 22.5 2063 37 0.19 0.084 0.1 4.10 0.3113 4.4 4.3

2064 38 0.436 0.4 21.30 1.5156 22.8 22.4 2064 38 0.19 0.081 0.1 3.94 0.2806 4.2 4.1

2065 39 0.436 0.4 21.30 1.4197 22.7 22.3 2065 39 0.18 0.078 0.1 3.79 0.2528 4.0 4.0

2066 40 0.436 0.4 21.30 1.3286 22.6 22.2 2066 40 0.17 0.075 0.1 3.65 0.2275 3.9 3.8

2067 41 0.436 0.4 21.30 1.2421 22.5 22.1 2067 41 0.16 0.072 0.1 3.51 0.2045 3.7 3.6

2068 42 0.436 0.4 21.30 1.1602 22.5 22.0 2068 42 0.16 0.069 0.1 3.37 0.1836 3.6 3.5

2069 43 0.436 0.4 21.30 1.0828 22.4 21.9 2069 43 0.15 0.066 0.1 3.24 0.1648 3.4 3.3

2070 44 0.436 0.4 21.30 1.0096 22.3 21.9 2070 44 0.15 0.064 0.1 3.12 0.1477 3.3 3.2

2071 45 0.436 0.4 21.30 0.9406 22.2 21.8 2071 45 0.14 0.061 0.1 3.00 0.1324 3.1 3.1

2072 46 0.436 0.4 21.30 0.8756 22.2 21.7 2072 46 0.14 0.059 0.1 2.88 0.1185 3.0 2.9

2073 47 0.436 0.4 21.30 0.8144 22.1 21.7 2073 47 0.13 0.057 0.1 2.77 0.1060 2.9 2.8

2074 48 0.436 0.4 21.30 0.7569 22.1 21.6 2074 48 0.13 0.055 0.1 2.66 0.0947 2.8 2.7

2075 49 0.436 0.4 21.30 0.7029 22.0 21.6 2075 49 0.12 0.053 0.1 2.56 0.0845 2.6 2.6

2076 50 0.436 0.4 21.30 16.07 0.6523 38.0 37.6 2076 50 0.12 0.051 0.1 2.46 1.86 0.0754 4.4 4.3

138.8 21.820 160.6 1,065.00 16.07 165.9992 1,247.1 1,086.4 105.7 7.705 113.4 376.07 1.86 76.4329 454.4 340.9合　計 合　計

ふ頭再編改良事業（志布志港　新若浜地区） 【残事業】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用
期間

施設供用期
間
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【資料３－２】 

■要因別感度分析 

 

感度分析において変動させる要因 

変動要因 変  動  幅 

需    要 基本ケースの±10％ 

建 設 費 基本ケースの±10％ 

建設期間 基本ケースの±10％（年単位で四捨五入） 

 

全体事業の費用対効果分析【要因別感度分析】 
 

(基本ケース) 変動要因 
 

事業全体の 

投資効率性 

需    要 建 設 費 建設期間 

-10% +10% -10% +10% -10% +10% 

総便益（億円） 454  409  500  454  454  467  433  

総費用（億円） 156  156  156  145  168  158  154  

Ｂ／Ｃ 2.9  2.6  3.2  3.1  2.7  2.9  2.8  

ＮＰＶ（億円） 298  253  344  310  287  308  279  

ＥＩＲＲ（％） 11.7  10.7  12.5  12.2  11.1  12.2  11.0  

 

残事業の費用対効果分析【要因別感度分析】 
 

(基本ケース) 変動要因 
 

残事業の 

投資効率性 

需    要 建 設 費 建設期間 

-10% +10% -10% +10% -10% +10% 

総便益（億円） 454  409  500  454  454  467  433  

総費用（億円） 113  113  113  102  125  116  111  

Ｂ／Ｃ 4.0  3.6  4.4  4.5  3.6  4.0  3.9  

ＮＰＶ（億円） 341  296  386  352  330  352  322  

ＥＩＲＲ（％） 17.5  16.1  18.8  19.0  16.2  18.4  16.3  
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【資料４】 

■費用便益の概要 

・志布志港 ふ頭再編改良事業 

 

  便益 

項    目 区    分 単位当りの便益 便益（代表年） 
   

単  位 備      考  単  位 

利用者便益 輸送コストの削減 591 円/ﾄﾝ･年 船舶大型化による輸送コスト

削減 

21.1 億円/年 

耐震便益 輸送コストの削減 171 円/ﾄﾝ･年 震災時の輸送コストの増大回

避 

6.2 億円/年 

＊便益の算出にあたっては、「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成 23 年 6 月）」を参照 

 

  費用 

費用項目 建設費、再投資費、管理運営費 等 

事業の対象施設 岸壁（-14m）、航路･泊地（-14m）、ふ頭用地、荷役機械等 

 

 

■地域の協力体制 

周辺地域や利用企業等から強い整備要請が寄せられている。 

要望内容 要請時期 要請者 

志布志港の重点的な整備の推進にについて 令和元年７月 南九州総合開発協議会 

(志布志市を含む６市３町

村) 

南九州の物流拠点港「志布志港」の機能強化について 

～強靭な地域づくりのために～ 

令和２年７月 志布志港湾振興協議会 

(志布志市及び企業６０

社) 

志布志港の重点的な整備の推進について 令和３年７月 大隅総合開発期成会 

(志布志市を含む４市５

町) 

港湾事業等の促進（国際バルク戦略港湾及び国際物流拠点と

しての機能強化） 

令和３年７月 鹿児島県開発促進協議会 

(鹿児島県を含む４３団

体) 
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【資料５－１】 

■費用便益の計測 

効果１  輸送コスト削減（船舶の大型化）（21.1 億円/年）【全体事業・残事業】 

便益の考え方 

整備しない場合 

（without 時） 

・公共岸壁（水深 12m）及び民間専用岸壁（水深 13m）において、パナマックス級穀物船

（減載）による穀物の輸入を with 時供用開始年から供用終了（令和 9 年度～令和 58 年

度）まで実施。 

整備する場合 

（with 時） 

・新若浜地区に岸壁（水深 14m）を整備し、パナマックス級穀物船（満載）による穀物の

輸入を供用開始年から供用終了（令和 9 年度～令和 58 年度）まで実施。（船舶の大型

化により海上輸送コストが削減）。 

 

需要の予測 

便益対象貨物について、前回評価時点（令和２年度）と情勢が大きく変わっていないことから、

需要予測については前回評価を踏襲するものとし、新若浜地区岸壁に大型穀物船が満載入港でき

るようになること及び新若浜地区岸壁を拠点とした共同輸送が行われることを踏まえ、企業ヒア

リング結果をもとに、将来貨物量（単独輸送、共同輸送の別含む）を把握し、以下に示す貨物を

船舶大型化による海上輸送コスト削減便益を計測する便益対象貨物と設定した。 

①志布志港における穀物の輸入量（平成 27 年実績 288 万トン）。 

・配合飼料は必要な栄養分を設計に基づき配合して作る飼料。 

・穀物には、麦、とうもろこし、豆類、その他雑穀、その他農産品がある。 

②背後地域の飼養頭数の増加に伴う需要増（12 万トン）。 

③志布志港・鹿児島港の 2 港寄りに穀物の輸入量（平成 26 年実績：36 万トン）。 

④鹿児島港との連携強化による穀物の輸入量（24 万トン）。 

 

 
  

 ※  H30、R1 は以下の事由により特異値として除外。 

H30：穀物輸入元のブラジル産とうもろこしが乾燥型天候に伴う作柄悪化により激減。 

R1 ：穀物輸入元のアメリカ産とうもろこしが天候不順に伴う作付け遅延の影響によりが激減。 

図－１  費用便益分析における貨物量等の設定 
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若浜地区

岸壁③

新若浜地区岸壁：輸入穀物

若浜地区岸壁②：輸入穀物(単独)

若浜地区岸壁③：輸入穀物(単独)

新若浜地区岸壁を経由して

若浜地区岸壁②に輸入される穀物

新若浜地区岸壁を経由して

若浜地区岸壁③に輸入される穀物

新若浜地区岸壁を経由して

鹿児島港に輸入される穀物

※72万トン増加
・需要増（12万㌧)

・志布志港・鹿児島港の2港寄り貨物(36万㌧)

・鹿児島港との連携強化(24万㌧)
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便益の計測 

仕出港は、志布志港における主要サイロ 3 社の相手国別全主原料取扱量より、北米ガルフ、米

北西部、ウクライナ、ブラジル、アルゼンチン、その他地方と設定する。 

対象プロジェクトの実施により、年間 21.1 億円の海上輸送費用が削減される。 

 

表－１  船舶大型化による海上輸送コスト削減 
 

項        目 without 時 with 時 

① 利用港湾 志布志港 

・公共水深 12m 

・専用水深 13m 

志布志港 

・公共水深 14m 

② 年間貨物量 3,604,000 トン/年 3,604,000 トン/年 

③ 輸送船型 70,000 DWT(減載) 70,000 DWT(満載) 

④ 年間寄港回数 69 回/年 61 回/年 

⑤ 往復海上輸送日数 39～88 日 40～88 日 

⑥ 海上輸送費用原単位 3,986 千円/日･隻 3,986 千円/日･隻 

⑦ 海上輸送費用 19,164,688 千円/年 17,056,094 千円/年 
 

海上輸送コスト削減便益 without 時－with 時＝ 2,108,594 千円/年 

   21.1 億円/年 

※海上輸送日数(往復)、積出日数、積卸日数の合計値を示す。 

海上輸送日数(往復)は実績に基づき設定。穀物産出国：アメリカ等 
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表－２  便益対象貨物と海上輸送費 

 

 

 

  

without時

輸送 産  地 1st
ポート 取扱貨物量
(㌧/年)

船  型
（DWT)

輸送回数
(隻/年)

1航海当り
積載量
(㌧/隻)

1航海当り
輸送日数
（日）

海上輸送
ｺｽﾄ原単位

(千円/日·隻)

年間海上
輸送費用

（千円/年）

船舶大型化に
よる輸送費用
(億円/年)

① ② ③=①/④ ④ ⑤ ⑥ ⑦=③･⑤･⑥ ⑧=⑦/10^5

単独 ガルフ 公共 432,000 70,000 8 59,000 82 3,986 2,614,816 26.15

単独 米北西部 公共 192,000 70,000 4 59,000 44 3,986 701,536 7.02

単独 ブラジル 公共 68,000 70,000 2 59,000 88 3,986 701,536 7.02

単独 ウクライナ 公共 233,000 70,000 4 59,000 74 3,986 1,179,856 11.80

単独 その他 公共 44,000 70,000 1 59,000 54 3,986 215,244 2.15

単独 ガルフ 志布志S 302,000 70,000 5 64,000 78 3,986 1,554,540 15.55

単独 米北西部 志布志S 287,000 70,000 5 64,000 40 3,986 797,200 7.97

単独 ブラジル 志布志S 196,000 70,000 4 64,000 84 3,986 1,339,296 13.39

単独 アルゼンチン 志布志S 169,000 70,000 3 64,000 88 3,986 1,052,304 10.52

単独 ウクライナ 志布志S 258,000 70,000 5 64,000 70 3,986 1,395,100 13.95

単独 その他 志布志S 26,000 70,000 1 64,000 50 3,986 199,300 1.99

単独 ガルフ 全農S 413,000 70,000 7 64,000 78 3,986 2,176,356 21.76

単独 米北西部 全農S 79,000 70,000 2 64,000 40 3,986 318,880 3.19

単独 ブラジル 全農S 33,000 70,000 1 64,000 84 3,986 334,824 3.35

単独 アルゼンチン 全農S 98,000 70,000 2 64,000 88 3,986 701,536 7.02

単独 その他 全農S 174,000 70,000 3 64,000 50 3,986 597,900 5.98

単独 ガルフ 鹿児島港 378,000 70,000 7 59,000 77 3,986 2,148,454 21.48

単独 米北西部 鹿児島港 102,000 70,000 2 59,000 39 3,986 310,908 3.11

単独 ウクライナ 鹿児島港 120,000 70,000 3 59,000 69 3,986 825,102 8.25

合計 3,604,000 69 70 3,986 19,164,688 191.65

with時

輸送 産  地 ポート
(上段：1st)
(下段：2nd)

取扱貨物量
（㌧/年）

船  型
（DWT)

輸送回数
(隻/年)

1航海当り
積載量
(㌧/隻)

1航海当り
輸送日数
（日）

海上輸送
ｺｽﾄ原単位

(千円/日·隻)

年間海上
輸送費用

（千円/年）

船舶大型化に
よる輸送費用
(億円/年)

① ② ③=①/④ ④ ⑤ ⑥ ⑦=③･⑤･⑥ ⑧=⑦/10^5

連携 ガルフ 公共 50,000 70,000 5 10,000 39 3,986 777,270 7.77

連携 志布志S 300,000 70,000 5 60,000 41 3,986 817,130 8.17

連携 ガルフ 公共 225,000 70,000 9 25,000 39 3,986 1,399,086 13.99

連携 全農S 405,000 70,000 9 45,000 41 3,986 1,470,834 14.71

連携 ガルフ 公共 112,000 70,000 7 16,000 39 3,986 1,088,178 10.88

連携 鹿児島港 378,000 70,000 7 54,000 40 3,986 1,116,080 11.16

連携 米北西部 公共 40,000 70,000 4 10,000 20 3,986 318,880 3.19

連携 志布志S 240,000 70,000 4 60,000 22 3,986 350,768 3.51

連携 米北西部 公共 10,000 70,000 1 10,000 20 3,986 79,720 0.80

連携 全農S 60,000 70,000 1 60,000 22 3,986 87,692 0.88

連携 米北西部 公共 108,000 70,000 3 36,000 21 3,986 251,118 2.51

連携 鹿児島港 102,000 70,000 3 34,000 21 3,986 251,118 2.51

連携 ブラジル 公共 60,000 70,000 3 20,000 42 3,986 502,236 5.02

連携 志布志S 150,000 70,000 3 50,000 44 3,986 526,152 5.26

連携 ウクライナ 公共 125,000 70,000 5 25,000 35 3,986 697,550 6.98

連携 志布志S 225,000 70,000 5 45,000 37 3,986 737,410 7.37

連携 ウクライナ 公共 90,000 70,000 3 30,000 36 3,986 430,488 4.30

連携 鹿児島港 120,000 70,000 3 40,000 36 3,986 430,488 4.30

単独 ガルフ 公共 45,000 70,000 1 70,000 78 3,986 310,908 3.11

単独 米北西部 公共 34,000 70,000 1 70,000 40 3,986 159,440 1.59

単独 ブラジル 公共 8,000 70,000 1 70,000 84 3,986 334,824 3.35

単独 ウクライナ 公共 18,000 70,000 1 70,000 70 3,986 279,020 2.79

単独 その他 公共 44,000 70,000 1 70,000 50 3,986 199,300 1.99

単独 ガルフ 志布志S 2,000 70,000 1 64,000 78 3,986 310,908 3.11

単独 米北西部 志布志S 47,000 70,000 1 64,000 40 3,986 159,440 1.59

単独 ブラジル 志布志S 46,000 70,000 1 64,000 84 3,986 334,824 3.35

単独 アルゼンチン 志布志S 169,000 70,000 3 64,000 88 3,986 1,052,304 10.52

単独 ウクライナ 志布志S 33,000 70,000 1 64,000 70 3,986 279,020 2.79

単独 その他 志布志S 26,000 70,000 1 64,000 50 3,986 199,300 1.99

単独 ガルフ 全農S 8,000 70,000 1 64,000 78 3,986 310,908 3.11

単独 米北西部 全農S 19,000 70,000 1 64,000 40 3,986 159,440 1.59

単独 ブラジル 全農S 33,000 70,000 1 64,000 84 3,986 334,824 3.35

単独 アルゼンチン 全農S 98,000 70,000 2 64,000 88 3,986 701,536 7.02

単独 その他 全農S 174,000 70,000 3 64,000 50 3,986 597,900 5.98

合計 3,604,000 61 70 3,986 17,056,094 170.56

without時－with時＝ 21.09
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【資料５－２】 

効果２  輸送コスト削減（震災時の輸送コストの増大回避）（6.1 億円/年）【全体事業・残事業】 

便益の考え方 

整備しない場合 

（without 時） 

・震災後は非耐震岸壁が被災し、岸壁が復旧されるまでの 2 年間は、同等の施設水準を

有する代替港で幹線貨物（穀物）を荷役した後に陸上輸送となる。 

整備する場合 

（with 時） 

・岸壁の耐震強化により、大規模地震の発生時においても当該岸壁を利用した輸送が可

能となり、輸送コストが削減される。 

 

想定地震及び代替港設定の考え方 

志布志市国土強靭化地域計画（令和 2 年 3 月）より、想定する地震を「南海トラフ地震」とす

る場合、志布志市周辺は震度 5 強～6 弱と予想される。 

耐震強化岸壁が効果（便益）を発生するのは、レベル 1 地震動より大きくレベル 2 地震動の大

規模地震（より発生確率の高い「南海トラフ地震」を想定）が発生した場合とする。 

代替港は、想定地震の被害想定エリア外における近傍の港湾のうち、志布志港と同等の施設水

準を有し、穀物の取扱いを行っている八代港（外港地区岸壁-14m）と設定する。 

 

 
出典：鹿児島県地震等災害被害予測調査報告書概要版（平成 26 年 2 月、鹿児島県） 

図－２  震度分布（南海トラフ地震） 

  

志布志港 



‐12‐ 

 

 

需要の予測 

共同輸送にかかる連携施設（専用岸壁）及び連携港である鹿児島港は非耐震岸壁であり、被災

時には輸入穀物の取扱いはできない。しかし、震災時に南九州地域の基幹産業である畜産業の生

産活動停滞、生産力低下等を回避するためには、穀物から製造される飼料の安定的かつ安価な供

給体制を維持する必要があることから、震災時においては共同輸送先の貨物も耐震強化岸壁で取

り扱うものと設定する。 

 

便益の計測 

震災時の輸送コスト増大の回避便益は、岸壁を耐震強化した場合の輸送コストと、岸壁を耐震

強化せず、代替港を利用した場合の輸送コストとの差分を便益とした。 

対象プロジェクトの実施により、岸壁が復旧されるまでの 2 年間について、代替港より短距離

での二次輸送コストで済むため、この二次輸送コストの削減効果として年間 171.9 億円（地震の

発生確率考慮後：6.1 億円）削減することができる。 

 

表－３  震災時の輸送コストの増大回避 

 項        目 without 時 with 時 

① 利用港湾 八代港 
 

志布志港 
 

② 年間貨物量 3,604,000 ㌧/年 3,604,000 ㌧/年 

③ トラック積載量 10 ㌧/台 10 ㌧/台 

④ 年間輸送台数 360,400 台/年 360,400 台/年 

⑤ 往復陸上輸送距離 304 km 144 km 

⑥ 陸上輸送費用原単位 67,450 円/台 43,130 円/台 

⑦ 陸上輸送費用 24,308,980 千円/年 15,544,052 千円/年 

⑧ 輸送コスト削減便益 without 時－with 時＝ 8,764,928 千円/年 
   

87.7 億円/年 

⑨ 輸送コスト削減便益 復旧期間 2 年換算 171.9 億円/年 
  

地震発生確率考慮(代表年) 6.1 億円/年 

※陸上輸送距離は、飼料の消費地～当該港･代替港までの距離、飼料消費量より設定。 

※港湾の復旧期間 2 年分の便益に換算：単年度便益×(1＋1÷社会的割引率 1.04)。 
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【資料５－３】 

その他 残存価値（16.1 億円） 

 

本プロジェクトにおいて、残存価値を計上する施設は土地（ふ頭用地）及び荷役機械（アンロ

ーダ）であり、その残存価値は 16.1 億円（割引前）である。 

 

表－４  残存価値 

項        目 without 時 with 時 

ふ頭用地 
 

 
 

 

① ふ頭用地面積 0 ㎡ 120,000 ㎡ 

② 土地価格 0 円/㎡ 12,700 円/㎡ 

③ ふ頭用地の残存価格 
  

15.2 億円 

荷役機械(アンローダ) 
    

④ 荷役機械価格 0 円 1,574,074 千円 

⑤ 耐用年数 0 年 17 年 

⑥ 投資後からの年数 0 年 16 年 

⑦ 売却益 
  

0.9 
 

⑧ 荷役機械の残存価値 
  

0.8 億円 
 

残存価値 
  

16.1 億円 

※国土交通省地価公示・都道府県地価調査(R2.7 月)より、志布志市内の地価最安値(5-1 志

布志)を採用 
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【資料６】 

■事業費の内訳 

・志布志港 ふ頭再編改良事業 

事業費（建設費） 

事業区分 施  設  名 数    量 事業費(億円) 
  

 全体事業 残事業 

直轄 岸壁(水深 14m) 320m  88  48 

航路･泊地(水深 14m) 760 千 m³  39  39 

起債 ふ頭用地 12ha  17  14 

民間 荷役機械 1 基  17  17 

計   161 119 

※端数処理のため、各項目の金額は必ずしも合計とは一致しない。 

 

 

再投資費 

項      目 数    量 金額（億円/年） 備    考 

再投資費 荷役機械 1 式 17 再投資 2 回 

（R25、R42） 

 

 

管理運営費 

項      目 数    量 金額（億円/年） 備    考 

管理運営費  1 式 0.48  
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